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■日  時：令和５年７月２８日（金）午後６時 

 

■会  場：大仙市役所３階大会議室 

 

■出席委員：１１名 

鎌 田   俊、後 藤 仁 美、根 田 朋 子、深 谷 成 男、打 川 元 喜、

佐 藤  毅、戸 嶋 真紀子、生田目 マキ子、細 井 陽 子、松 塚 孝 治、

長 屋 奈恵子 

 

■欠席委員：３名 

 荒屋鋪 栄 明、佐 藤 芳 紀、塚 田 兼 一 

 

 

■出席職員：５名 

山信田 恭 弘（地域活動応援課長）  高 橋 靖 弘（地域活動応援課参事） 

遠 藤 彩 希（地域活動応援課主幹） 進 藤 尚 人（地域活動応援課主任） 

佐々木 心 都（地域活動応援課主事） 

 

■次  第： 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 題 

  （１）会議録署名委員の指名 

  （２）新たな自主審議テーマについて 

４ 報 告 

  （１）大仙市福祉関係計画等審議委員会委員の推薦について 

  （２）令和５年度地域枠予算の活用状況について 

５ その他 

６ 閉 会 

 

 

（午後 ６時 開会） 

 

○事務局(高橋参事) 

本日はお忙しいところご出席いただきましてありがとうございます。 

定刻になりましたので、ただ今から令和５年度第２回大曲地域協議会を始めさせていただ

きます。 

はじめに、鎌田会長よりごあいさつをお願いします。 
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○鎌田俊会長（以下、会長と表記） 

人前でマスクを外したのは本当に何年ぶりかなという感じです。 

こないだの豪雨ですが、秋田県で線状降水帯は関係ないものだとずっと思っていたんです

けど、災いは忘れた頃にやってくるもんだなと思います。今日の猛暑のことよりも、むしろ

災害のことの方が本当に大切なのかなと思います。 

さて、後藤仁美委員のように千葉から大仙市に来て、この街の魅力に惹かれたからこそこ

こに住んでいるのであって、我々がこの街の魅力は何なのって聞かれたときに答えられる人

が何人いるでしょうか。そう考えたら、私も東京の大学に行って帰ってきた人間ですけども、

ここの街の魅力はなんですかと聞かれて即答できる人間ではありませんでした。それで、十

数年前から、郷土史を勉強するようになりました。この街の魅力は何なのって聞かれたとき

に答えられるような人間じゃないといけないと思い、それが郷土史を学ぶ一つのきっかけに

なりました。 

先月、角間川町民ウォーキングという助成金をいただいて行ったイベントがありました。

十数年前からやってるイベントですけども、コロナのために４年ぶりの開催となりました。 

今回のイベントのテーマが、角間川小学校の跡地探訪というタイトルになっていて、公民館

の方から依頼を受けて角間川小学校の前身となる小中島学校ができた背景などを地元の人た

ちにガイドをしました。自分が角間川の歴史をたまたま知っていたのでその良さを発信でき

ましたし、参加した方々がそれに対してリアクションを取ってくれたりしました。 

それだけでちょっと満足してしまった背景もあるんですけども、街の魅力というのはそこ

に存在してて、あなたの街の魅力は何なのって聞かれたときこうだよって言えるような人間

でありたいなと思っています。 

温故知新という言葉もあります。また、ローマは一日にして成さずという言葉もあるよう

に、大曲地域協議会もみんなで揃って一段一段上がろうと思ってます。 

本日は、活発な意見のもとで素晴らしいテーマが二つ出ますことを期待してご挨拶といた

します。よろしくお願いします。 

 

○事務局(高橋参事) 

  会議に入ります前に、資料の確認をさせていただきます。 

次第  

委員名簿・配席図 

資料 NO.１ 第６期大曲地域協議会における今後の協議の進め方（案） 

資料 NO.２ 第５期地域課題協議テーマ提案 まとめ 

資料 NO.３ 大仙市福祉関係計画審議委員会委員の推薦について 

資料 No.４ 令和５年度地域枠予算活用事業一覧 

大曲地域協議会における地域課題協議シート 

以上でございます。お手元に無い場合はお知らせ下さい。 

 

  このあとの進行については、大仙市地域自治区の設置等に関する条例第８条第４項の規定

により、鎌田会長にお願いします。 
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○会長 

  それでは、会議をはじめます。 

  本日は、荒屋鋪栄明委員、佐藤芳紀委員、塚田兼一委員から欠席の届出がされまして、本

日の出席委員は１１名となっております。 

  委員の２分の１以上の方が出席されておりますので、会議は成立していることをご報告い

たします。 

  次に議題に入ります。 

  議題の（１）、会議録署名委員を指名いたします。会議録署名委員は、後藤仁美委員と戸嶋

真紀子委員にお願いいたします。 

続きまして、議題の（２）の「新たな自主審議テーマについて」を議題といたします。 

事務局から、説明をお願いします。 

 

○事務局(高橋参事) 

【資料に基づき説明】 

 

○会長 

ただ今事務局から説明がありましたが、地域協議会の役割のひとつであります

「自主審議」について、地域における様々な課題を踏まえてテーマを決め、協議を

進めていくというものになります。  

  地域協議会の今後の進め方として、ただ今の事務局案でよろしいでしょうか。  

【意見等なし】 

 

○会長 

  なければ、まずはグループを２つに分けたいと思います。 

グループ分けに関して、委員の皆様から何かご提案はございますか。 

【提案等なし】 

 

○会長 

  グループ分けに関して、一番物理的に簡単な方法は、現在皆さんが座っている席を真中 

から分ける形なんですけれども、実は事前に一部の人にグループ分けはどうしたらいいか

相談をいたしました。 

一つの提案として、偏りのないような人選にしてほしいということ、また、若い人同士

など年代が近いと話しやすいのではないかということでした。 

ただ本日３名の欠席者がやや若い人なんで、大丈夫かなと思って線引してみたら、若い

人４人になります。 

本日３名の方が欠席なので、７人対４人になります。それでもよろしければ、あと市役

所の方でよろしければ私はいいと思いますがいかがでしょうか。 

   【異議等なし】 
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  それでは若い人グループがＢ班、それ以外の人はＡ班ということで班分けをいたしま

す。 

（Ａ班）      （Ｂ班） 

鎌田 俊      荒屋鋪 栄明 

深谷 成男      後藤 仁美 

佐藤 毅      根田 朋子 

生田目 マキ子      打川 元喜 

細井 陽子          佐藤 芳紀 

松塚 孝治          塚田 兼一 

長屋 奈恵子        戸嶋 真紀子 

 

○会長 

まずは、このグループで協議を進めてみたいと思います。 

グループごとに、地域の課題等を出し合ってテーマを１件選んでいただきたいと思ま 

す。 

選ぶ方法は、各グループにお任せします。 

協議にあたっては、お配りしている地域課題協議シート、模造紙、付箋を活用して、各

地域の課題・問題点、目標・目的を出し合いテーマを決めてください。 

協議の方は、今から３０分位時間をとりたいと思います。 

最後にクループごとに結果を報告していただきたいと思いますので、はじめに、どなた

か進行役と報告していただける方を決めていただきたいと思います。 

それでは、グループ毎に机を配置して協議に入っていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

【グループ協議】 

 

○会長 

   時間となりましたが、よろしいでしょうか。 

それでは、各グループから報告をしていただきます。 

はじめにＡグループからお願いします。 

 

〇松塚孝治委員 

   Ａグループで議論した結果を報告いたします。 

   大きく交通、福祉、行事、観光、公民館、商品のブランド化に分けました。 

   まず交通ですが、市の循環バスを決められた所だけでなく、週に何回かは旧池田氏庭園 

や角間川の本郷家、内小友方面などへも巡回したらどうかという意見が出ました。また、 

修英高校の野球部や大曲中学校のサッカー部が、野球場やこの度仙北地域に完成した多目

的人工芝グラウンド「ソラーレ」に自転車やランニングをして向かう際の道路（須和町、

福見町、丸子町）が狭くて危険であるという意見が出ました。 
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 次に福祉に関してですが、大人の引きこもりへの対応、一人暮らしの安否確認の方法、 

老々介護が多いため子どもがＵターンしやすい施策が欲しい、空き家の有効活用ができな

いかなどの意見がでました。 

 次に、行事についてですが、地域行事活動に若い人の参加が少ない、神社のまつりをも 

っと活性化できないか、まつりの際に地域で工夫して出店できないかなどの意見がありま

した。 

 次に観光についてですが、大曲の花火大会以外に何も無い、滞在型観光の目玉が欲しい

（特に花火大会の翌日）などの意見がありました。 

 次にブランド化についてですが、大曲でブランド化されたものが無い、各地域の風土に

マッチしたブランド野菜・米などの開発、農家に元気が無いと地域が元気にならないなど

の意見がありました。 

 最後に公民館に関してですが、公民館機能をコミュニティ会議に移行する話が進んでい

ない（教育委員会管轄なのでやりにくい）などの意見がありました。 

 地域の現状や課題がいろいろ出ましたが、Ａ班としてのテーマは「花火以外のブランド

商品をつくる」に決定しました。 

 以上です。 

 

○会長 

  次にＢグループお願いします。 

   

○後藤仁美委員 

  Ｂ班でまずいちばん最初に出てきた課題としては、何をやるにも人がいない、人口減少が

進んでいるというところから話がスタートしました。 

角間川地域では、地域全体で実施していた運動会が、このコロナ禍でそれがなくなってし

まって子供たちだけでやる平日の運動会になってしまった。復活させたいけれども、親世代

は共働きでやれる人がいない。そうなると運動会で顔を合わせてた家庭の顔ぶれも見ること

がなくなってしまった。皆さんコロナ禍のこもり生活に慣れてしまったせいで家にいる時間

が増えて行事などには出て行かなくてもいい雰囲気になってしまった。 

若い人のイベントに年配の方は参加しづらいのかもしれないが、若い人たちだけでイベン

トをやってもそれはそれで世代間交流に繋がらない。やはり地域一丸となって何かできない

か。また、地域の集まりは必要だというのが課題として見えてきました。 

目標・目的の部分でもコロナで無くなってしまったものを、やっぱり復活させたいという

話になりました。 

復活させたいんだけれどもこうなってしまった以上、今まであったものをそのまま再開す

るのが果たしてそれがいいことなのか。復活はさせるとすれば、少し形を変えたり、今ある

ものを活用して何かをやったらどうか。今のニーズに合わせていくことが復活させるには必

要だという意見がでました。 

秋頃になると、大仙市の各地域では毎週のようにイベントが行われます。各家庭で使える

お財布のお金というのが決まっているから、毎週だとちょっと大変だよねという家庭の問題
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もあります。イベントを 1回に集約したりすれば家庭は助かるのではという意見もありまし

た。 

最終的にこれらの意見を踏まえて、Ｂ班のテーマは「地域イベントの交流人口を増やす」

に決定しました。 

人口が少ないのはもう決まっていることなので、人口が少ない時代の新たな集まり方とい

うところを課題にして、交流人口を増やすことをテーマに進めていきたいと思います。 

以上です。 

 

○会長 

ただいま、それぞれのグループから報告がありました。 

   Ａグループからは、「花火以外のブランド商品をつくる」 

Ｂグループからは、「地域イベントの交流人口を増やす」          

をテーマに協議していきたいとするものでした。 

この２つを大曲地域協議会の協議テーマとすることとしてよろしいでしょうか。 

【異議なし】 

   ありがとうございました。 

次回は、これをテーマに具体的な取組、効果的な解決策などについて皆さんで協議した 

いと思います。 

以上で、議題２の「地域協議会の新たな自主審議テーマについて」を終了します。 

    

○会長 

   次に次第４の報告にうつります。 

  はじめに、（１）大仙市福祉関係計画等審議委員会委員の推薦について事務局より説明をお

願いします。 

 

〇事務局(高橋) 

   資料 No．3をご覧いただきたいと思います。 

大仙市福祉関係計画等審議委員会委員の推薦についてでございます。 

任期満了に伴う大仙市福祉関係計画等審議委員会委員に細井陽子委員を推薦することに

ついて、先日、委員の皆様に書面協議ということでお諮りしましたところ、ご異議等はご

ざいませんでした。 

よって下記の通り細井陽子委員をご推薦いたしましたのでご報告いたしたいと思います。 

 

○会長 

   ただいま事務局より、説明がありました。 

   細井委員には大変ご難儀をお掛けいたしますがよろしくお願いいたします。 

 

○会長 

次に、（２）令和５年度地域枠予算の活用状況について、事務局より説明をお願いします。 
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〇事務局(遠藤主幹) 

【資料に基づき説明】 

 

○会長 

   ただいま事務局より、地域枠予算の活用状況について報告がありましたが、何

かございませんか。 

   【意見等なし】 

   なければ、以上で次第４の報告を終了します。 

  本日の議題等については以上であります。 

   続きまして、次第の５番の「その他」にうつります。 

   事務局からお願いします。 

 

〇事務局(高橋) 

   次回第３回地域協議会につきましては、１０月の開催を予定しております。近くになり

ましたらご案内の通知を差し上げますのでよろしくお願いしたいと思います。 

それからもう一つなんですが、明日７月２９日土曜日ですけれども、大仙アカデミーと

いうことで、皆さんに今回の協議会のご案内の通知と一緒にチラシを同封させていただい

ております。午後２時から３時半までということで、講師に木村俊昭氏を迎えての講演会

でございます。もしご参加を希望される方いらっしゃいましたら、事務局の方にお話して

いただきたいと思います。 

事務局からは以上です。 

 

○会長 

   他に委員の皆さんから何かありませんか。 

○戸嶋真紀子委員 

   細井さんが委員になった大仙市福祉関係計画等審議委員会委員推薦についての書面協議

ですが、きっとふさわしい人で推薦されたんだろうと思ったんですけども、委員の経歴や

このように素晴らしい方でふさわしいという理由があればよかったと思いました。 

 

〇事務局(高橋) 

   少し言葉が足りない部分がございました。大変申し訳ございませんでした。 

 

○会長 

   他にございませんか。 

   なければ、これを持ちまして本日の会議を閉じさせていただきます。長時間にわたりご

苦労様でした。 

 

（午後 ７時３０分 閉会） 
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